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第６９回「社会を明るくする運動」 

第１４回雲仙市中学生弁論大会の開催について 

 

 

標記について、下記のとおり標記弁論大会を開催いたしますので、お知らせします。 

 

記 

 

○行事名  第６９回「社会を明るくする運動」第１４回雲仙市中学生弁論大会 

○主催   島原地区保護司会、雲仙市、長崎保護観察所 

○後援   雲仙市教育委員会、島原更生保護女性会、諫早人権擁護委員協議会 

○日時   令和元年７月２５日(木) 開会１３：３０ 終了１６：３０（予定）  

○場所   吾妻町ふるさと会館 

 

○趣旨    ｢社会を明るくする運動｣は、すべての国民が、犯罪の防止と罪を犯した

人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯

罪のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。 

       そこで、本運動に対する地域住民のより一層の理解と参加を促すため、

本運動の行事の一環として、雲仙市内の全中学校から推薦された生徒による

弁論大会を開催するものです。 

 

○弁士   市内７中学校から１４名（別紙参照） 

 

担当課 

担当者 

電 話 

ＦＡＸ 

メール 

地域振興部 地域づくり推進課 

参事補 川井 綾 

0957-38-3111 

0957-38-2755 

tiiki-suishin@city.unzen.lg.jp 

雲 仙 市 



弁弁  論論  発発  表表  者者・・演演  題題  
 

順番 学校名 学年 氏  名 演  題 

1 吾妻中学校 ３年 松竹 真央 環境破壊の果て 

2 愛野中学校 ２年 鈴田 咲笑 明るい未来を地域と共に 

3 小浜中学校 ３年 増山 碧 ４つのＣ 

4 瑞穂中学校 ３年 吉田 留菜 １００年後の海を守る 

5 千々石中学校 ３年 本多 咲里依 「今」というプレゼント 

6 南串中学校 ２年 西 亮宥 過去の記憶、未来の自分 

7 国見中学校 ３年 伊藤 一花 受け入れられること 

休           憩 

8 瑞穂中学校 ３年 山口 泰正 何気ない一言が・・・ 

9 南串中学校 ３年 浜田 幸太郎 最下位からの挑戦 

10 吾妻中学校 ３年 三浦 佑真 事件を通して思うこと 

11 国見中学校 ２年 林田 紫穂 先入観・偏見を超えて 

12 千々石中学校 ２年 進藤 朱優 思いやりの表し方 

13 愛野中学校 ３年 林田 朋夏 祖父の姿から自分の夢へ 

14 小浜中学校 ３年 櫻木 香子 寄り添うということ 

 


